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９月１３日（金）湯浅小学校の５年生の児童たちが、大阪のダイハツ工業株式会社「ヒュー
モビリティワールド」と伊丹空港を見学しました。ダイハツ史料展示館「ヒューモビリティワー
ルド」と工場の見学では、エンジン開発などの説明を聞いたり、昭和初期からの車の展示を
見たりしてまわりました。軽自動車の技術や基本原理などが触れて学べる装置や、軽自動車
のデザインや設計をゲーム感覚で楽しめる体験コーナーもあり、子供たちは楽しみながら見
学できました。

その後行った伊丹空港では、展望デッキからひっきりなしに離着陸する飛行機を見て大喜
び！また昼食場所の「伊丹スカイパーク」では、目の前で離着陸する飛行機の迫力に圧倒さ
れた子供たちでした。

湯浅小学校：社会見学

飛行機をバックに
記念写真！

昭和初期の
三輪自動車だよ！

現存する最古の
エンジンを目の前に！

車のいろんなことが
学べてよかったね！



子育てワンポイントアドバイス

子供の成長や発達に応じた関わりが大事です。言葉がけ一つで子供の「やる気」スイッチが
入ります。「分かってはいるのだけど」と思われると思いますが、子供を信頼し「待ってみる（見
る）」ということも試してみてはどうでしょう。勉強が「分かる」という段階までは他人の力を
借りることができますが、「できる」ようになるには自分の力で身につけていくしかありません。
親が子供の代わりに卵焼きを１００個作っても、子供が作れるようにはなりませんよね（笑）。

小学校から中学校、高校へと見通した「家庭学習」最終話でした。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

すまいる家の一日
《 家庭学習　その⑤ 》

〈低学年〉何でも知りたがる頃です。一人で自主的に学習するのは
　　　　まだ難しいため、親も一緒にやりながら「やる気」をおこ
　　　　させましょう。

〈高学年〉得意、不得意な教科を意識するようになります。
　　　　自分の考えがはっきりしてくるので、言葉がけにも配慮が
　　　　必要です。

〈中学年〉興味や行動範囲が広がり、好きなことに熱中するように
　　　　なります。認める、ほめることで自信につながります。

  いつまで
  土いじり
 しているの！
 早く家へ入り
   なさい！

        アリさんの
  こと調べているのね。

いい所に目をつけたね。
発見したこと、お母さん
　 にも教えてね！

ママ、これ何？

わかってるよ！

うるさいなぁ！

今日はねぇ〜。

なぜ？ どうして？

  アキラも少しずつ

   自分から勉強

   するようになって

       きたわね！
  そうだな〜
ここまでが大変
 だったけどなあ〜。
  やはり、小学校
   からの積み重ね
       だなあ〜！

　小学校とは
ちがって、まず教科  
 によって先生
が替わるだろ、
 それに、中間
  テストや期末
  テストがあって！

 それにさぁ〜
部活があって
帰りがおそく
  なるから…。

そうねェ〜。

 中学生になると「家庭学習」
の仕方も、生活リズムも大きく
 変わるから、それに向けて
  少しずつやり方も考えて
        いかなくては
                 なぁ〜！

   いろはも
バレーボール部に
   入ろうかな…。
    それともバスケ
       にしようか
        なあ…。

　　  いつまで
  同じことを言っ
 ているの！ いい
  かげんにしな
      さい。

   なぜだろうね？
どうしてなのか、
 一緒に調べて
     みようか！

すまいる家

あっ！アリさんの行列だ！
どこへ行くんだろう？

 早く宿題を
すませなさい！
自学もやら
  ないと…。

　 今日の
スケジュールは
どうなってる
  のかな？

 おにいちゃん！
 中学校って
どんなところ？
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　９月１８日（水）島田妙子先生をお迎えして、
昼間は中学生対象、夜は住民対象に人権講演会
が開催されました。自身が親から受けた虐待の
悲惨さや、自分自身の怒りの感情をどのように
沈め、自分自身にも他人にも物にもあたらない
ようにする方法など、具体的なお話をしてくだ
さいました。

○アドレナリンが６秒で消えるとは驚いた。
　イライラした時はタイムアウト…深呼吸や
　背伸びを実行します。

○ＦＦ行動６秒ルールが大人も子供も身につ
けば、幸せな暮らしが出来ると思いました。
日頃から意識して出来るようになりたいと
思いました。

○先生の壮絶な過去を聞いてとても心が苦しくなりまし
た。でも先生のように虐待を受けて苦しんでいる子供が
日本や、世界中にたくさんいるという現実を受け入れて、
そんな子供たちを救うために自分は何ができるのかしっ
かり考えていくべきだと思いました。

【作り方】

① にんにくはみじん切り、小松菜は２cmの長さに切り、
しめじは石づきを取り小房に分ける。

② えびは殻をむき、背わたを取り除き、ボウルにえびと
Ａを入れ、よく揉み込む。

③ 別のボウルに、卵と塩を入れて溶きほぐし、サラダ油
大さじ１／２を熱したフライパンで、ふんわり半熟に
なるまで炒めたらお皿に取る。

④ 同じフライパンの汚れをキッチンペーパーでふきと
り、サラダ油大さじ１／２とにんにくを入れて中火で
熱し、香りが出たら②のえびを加える。えびの色が変
わったら、しめじを加えマヨネーズで炒める。

⑤ 全体にからまったら小松菜を入れて炒め、しょうゆを
回し入れ、③の卵を戻し全体をひと混ぜする。

・小松菜………………… ３００ｇ
・しめじ……………… 1/2パック
・にんにく………………… 1/2片
・えび…………………… ２５０ｇ
・酒…………………… 大さじ1/2
・片栗粉……………… 大さじ1/2
・卵…………………………… ２個
・塩…………………… ひとつまみ
・サラダ油……………… 大さじ１
・マヨネーズ…… 大さじ1と1/2
・しょうゆ……………… 小さじ２

[材料]　４人分（１人分：176kcal）

《小松菜とえびの

　　　　マヨネーズ炒め》

子供の人権・子育て講演会

A

“怒り”を沈めるためには
背伸びが効果的！

夜は住民の方を対象に。

お礼の花束を！
舞台に上がって勇気
ある返答に拍手！

友達と“怒り”のシェアを！

住民の方より
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湯浅町　子育て・家庭教育支援チーム「とらいあんぐる」 
●(代)TEL６３－２５２５　子育て・家庭教育担当まで

編集部では皆様の投稿を募集しております。
『子どもの楽しいひとこと』『子育ての思い出』『我が家のルール』等々、内容は何でも結構です。
又、感想等もどしどしこちらまでお寄せ下さい。

最近“イノシシ”情報があちらこちらに出ていますね！
ある日の夕方、“イノシシ”が出ていることを知らずに、畑に行って木の下で草引きをしていると、

１台の車が止まったので、驚いた私は身を伏せました。すると車から降りた方も、ガサガサした音
にびっくりした様子で「あぁ〜びっくりした！イノシシかと思った！」と夫と娘！「今この近くで
イノシシが出て、こっちの方に逃げたらしいから早く帰ろう！」と言います。知らぬが仏で草引き
をしていた私は娘たちとすっ飛んで帰りました。

いつもはゆっくりしている私の素早い行動に、夫も娘も大笑い！
人迷惑なイノシシだけど、もしかしてイノシシも「イノシシ迷惑の人間だ！」と思っているかも…。

（“イノシシ”と同じ体型をしている “ オカン”より）　　

９月９日（月）山田小学校の１年から４年生の子供たちが、“ＪＡありだ”の出前授業で“ピザ”
の作り方を教えていただきました。子供たちは自分で“ピザ”を作るのは初めて！

小麦粉を練って生地を作り、その上にピザソースをぬり、ピーマンやミニトマト、コーンや大
好きなウインナーなどをトッピングし、最後はチーズをたっぷりのせて、オーブンで焼きました。
　焼き上がったあつあつの“ピザ”はとてもいいにおい！みんなで食べた“ピザ”は大変おいし
いと好評でした。

このような調理実習を通して、子供たちの食への関心を育てると共に、家庭でも「料理をする」
ことに興味を持ってくれるといいですね。

ピザ！だ〜い好き!!

　山田小学校


